
1 は じ め に

山梨県の冷温帯には、大型の堅果を産するミズナラを

主とする落葉広葉樹二次林が広く分布しており、ツキノ

ワグマをはじめとする野生動物の重要な餌資源�生息地

となっている（長池2011）。その一部には、北海道と本

州中部の内陸部に分布が限られていることから山梨県�

国では準絶滅危惧種とされているヤエガワカンバ（小川�

沖津2010）を含むことから、ヤエガワカンバを含むミ

ズナラ二次林がどのような動態をしているのかを明らか

にすることはヤエガワカンバの保全管理を考える上でも

重要である。また、ニホンジカによる自然植生への摂食

の影響が近年顕著であるため（例えば、Nagaikeand

Hayashi,2003;Nagaike2012）、この影響も把握する必

要がある。そこで本研究では、ヤエガワカンバを含むミ

ズナラ二次林における10年間の動態を示す。

2 調査地及び調査方法

調査地は、甲府市北部に位置する山梨県有林中北事業

区 79林班は 1小班のミズナラ二次林である。標高は

1680mである。

2003年に、大きさ110×50mの調査区を設定した。
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ヤエガワカンバが出現するミズナラ二次林における10年間の林分動態

長 池 卓 男

Ten-yearsstanddynamicsinaQuercuscrispulasecondaryforestcomposedofBetuladavurica

TakuoNAGAIKE

Summary：Ishowed10-yearsstanddynamicsinaQuercuscrispulasecondaryforestcomposedofBetula

davuricawithreferencetosikadeer（Cervusnippon）debarking.Stemdensityandbasalareawerein-

creasedfrom2003to2008anddecreasedfrom2008to2013.OfQuercuscrispula,dominantspeciesinthe

studysite,stemdensitywasdecreasedandbasalareaandmeandiameteratbreastheight（DBH）werein-

creased.Stem densityandbasalareaofBetulaplatyphyllaandB.davuricaweredecreasedandmean

DBHwasincreased.Changesofstemsizedistributionofthreetreespeciesweredecreasedinsmallersize

classes.Ineverythreetreespecies,mortalityratiocalculatedbystemnumberswasmorethanrecruit-

mentratio.Numberofstemsandspeciesdebarkedbysikadeerwasincreased,butnotsoserious

comparedtoheavydamagedareainYamanashiPrefecture.SincedevelopmentofQ.crispulawouldcause

decliningofB.davurica,itshouldbenecessarytomonitorcarefullyandcontinuouslytomaintainingthe

species.

要旨：ヤエガワカンバを含むミズナラ二次林での、ニホンジカによる影響も考慮した10年間の動態を示した。

全体の立木密度、胸高断面積合計は、2003年から2008年には増加、2008年から2013年には減少していた。

最も優占していたミズナラは、立木密度は減少し胸高断面積合計と平均胸高直径は増加、シラカンバとヤエガ

ワカンバでは、立木密度、胸高断面積合計で減少し平均胸高直径は増加していた。胸高直径階分布については、

3樹種とも、細い直径階での立木密度が減少していた。立木密度で計算した全樹種での加入率と死亡率は、

2003－2008年では加入率が死亡率を上回り、2008－2013年では死亡率が加入率を上回っていた。両期とも死

亡率が加入率を上回っていた樹種は、シラカンバ、ミズナラ、ヤエガワカンバであり、いずれも2008－2013

年の方が大きく上回っていた。ニホンジカに剥皮されている幹数および種数は増加していたが、県内の他の地

域に比較すれば剥皮の影響は甚大ではなかった。ミズナラの発達とともにヤエガワカンバが衰退していく可能

性があるため、更新による新規加入個体の確保や現存する個体の維持等の管理が必要となるかもしれない。



調査区を10m四方のグリッドに分割し、グリッドごと

に胸高直径10㎝以上の生立木を対象にした毎木調査を

2003年、2008年および2013年に行った。また、調査対

象となった立木について、ニホンジカによる剥皮の有無

を記録した。

立木密度による調査期間中（5生育期ごと）の加入率

と死亡率を以下のように求めた（Conditetal.1999;

Miuraetal.2001）:

加入率（％�year）＝ln（Ne�Ns）�5×100,

死亡率（％�year）＝ln（Nb�Ns）�5×100,

Neは調査期間の終期（2008年または2013年）の立木

密度、Nsは調査期間中（2003－2008年または2008－

2013年）に生存していた立木の密度、Nbは調査期間の

始期（2003年または2008年）の立木密度である。

3 結果及び考察

表1に、調査区の立木密度、胸高断面積合計、平均胸

高直径の変化を示した。また、図1に主な樹種（ミズナ

ラ、シラカンバ、ヤエガワカンバ）の胸高直径階分布を

示した。出現種数は、2003年の21種から、2008年の23

種、2013年の26種と増加していた。新たに加入した種

は、2008年にウワミズザクラとミズキ、2013年にはネ

ジキ、ヒナウチワカエデ、ホオノキであった。全体の立

木密度、胸高断面積合計は、2003年から2008年は増加、

2008年から2013年は減少していた。最も優占していた

ミズナラでは、立木密度は減少し、胸高断面積合計と平

均胸高直径は増加しており、林分発達の段階を示してい

た。シラカンバとヤエガワカンバでは、立木密度、胸高

断面積合計で減少し、平均胸高直径は増加していた。こ

れは、ミズナラと同様に林分発達の段階であることを示

しているが、胸高直径階分布の最大頻度のサイズ階（と

もに20－30㎝）で減少していることにより胸高断面積

合計が減少していたものと思われる（図1）。

胸高直径階分布については、3樹種とも、細い直径階

での立木密度が減少しており、これは加入率が0％また
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表1 調査区の林分構造の変化

2003 2008 2013 2003 2008 2013 2003 2008 2013

アオダモ 5 9 9 0.08 0.12 0.14 13.7 12.8 13.9
アオハダ 2 4 5 0.01 0.03 0.05 10.1 10.3 11.1
アズキナシ 4 4 7 0.05 0.06 0.10 13.4 14.4 13.1
イロハモミジ 5 5 5 0.10 0.11 0.13 15.1 16.1 17.3
ウリハダカエデ 16 16 20 0.30 0.36 0.47 15.0 16.3 16.6
ウワミズザクラ 2 2 0.01 0.02 10.1 10.9
オオイタヤメイゲツ 4 4 4 0.05 0.06 0.07 12.8 13.9 15.2
クマシデ 13 15 15 0.22 0.25 0.27 14.6 14.6 15.2
コシアブラ 9 11 11 0.16 0.20 0.25 14.5 14.6 16.6
コハウチワカエデ 2 4 7 0.02 0.04 0.07 13.0 11.6 11.0
コミネカエデ 5 11 13 0.05 0.11 0.15 10.9 11.3 12.1
コメツガ 5 13 15 0.10 0.19 0.23 14.8 13.4 13.7
シナノキ 9 9 9 0.34 0.35 0.37 20.6 21.1 21.5
シラカンバ 56 49 33 2.89 2.64 2.04 24.7 25.3 27.2
ダケカンバ 4 4 4 0.61 0.66 0.72 46.1 47.8 50.2
ネジキ 2 0.02 10.2
ヒトツバカエデ 20 27 31 0.21 0.32 0.40 11.6 12.2 12.8
ヒナウチワカエデ 2 0.02 10.3
ホオノキ 2 0.02 12.8
ミズキ 2 2 0.02 0.03 11.4 13.5
ミズナラ 387 373 338 25.62 26.22 26.32 24.9 25.8 27.2
ミズメ 9 9 9 0.14 0.16 0.20 13.7 14.7 16.2
ミヤマザクラ 9 9 11 0.13 0.13 0.16 13.2 13.2 13.2
ヤエガワカンバ 29 25 16 1.74 1.63 1.32 26.6 27.5 31.1
ヤマハンノキ 2 2 2 0.09 0.10 0.10 25.7 26.1 26.3
リョウブ 4 2 5 0.05 0.03 0.07 12.8 15.4 12.2

総計または全体 600 607 578 32.96 33.80 33.71 22.9 22.9 23.3

胸高断面積合計(m2/ha) 平均胸高直径(cm)立木密度(/ha)
種名



は低い値であることを裏付けている。また3樹種とも胸

高直径30㎝あたりをピークとするとする一山型分布を

示しており、一斉に更新したものと思われる。ミズナラ

では、胸高直径60㎝以上の幹も見られるが、これは、

伐採等の攪乱時に伐り残されたものと思われる。

立木密度で計算した全樹種での加入率と死亡率は、

2003－2008年では加入率が死亡率を上回り、2008－

2013年では死亡率が加入率を上回っていた（表2）。両

期とも加入率が死亡率を上回っていた樹種は、アオハダ、

コハウチワカエデ、コミネカエデ、コメツガ、ヒトツバ

カエデであった。また、2003－2008年よりも 2008－

2013年でその上回ったポイントが少なかった樹種は、

アオハダ、コミネカエデ、コメツガ、ヒトツバカエデで

あった。一方、両期とも死亡率が加入率を上回っていた

樹種は、シラカンバ、ミズナラ、ヤエガワカンバであり、

いずれも2008－2013年の方が大きく上回っていた。

表3に、ニホンジカに剥皮されている幹数の変化を示

した。剥皮されている幹数および種数は増加していたが、
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図1 おもな樹種の胸高直径階分布



県内の他の地域に比較すれば剥皮の影響は甚大ではなかっ

た（長池ほか2008）。上述のように、コミネカエデ、コ

メツガ、ヒトツバカエデの加入率は2003－2008年より

も2008－2013年で低くなっていたが、これらの種はニ

ホンジカの剥皮が確認されるようになってきており（表

3）、そのことが新規加入の低下に影響している可能性

もある。ヤエガワカンバはミズナラ林に出現することが

多いが（SanoandOhsawa2008;小川�沖津2010）、

本研究で示したようにミズナラの発達とともにヤエガワ

カンバが衰退していく可能性がある。更新による新規加

入個体の確保や現存する個体の維持等の管理が今後必要

となるかもしれない。
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加入率(%/year) 死亡率(%/year) 加入率(%/year) 死亡率(%/year)

アオダモ 10.22 0.00 0.00 0.00

アオハダ 13.86 0.00 8.11 0.00

アズキナシ 0.00 0.00 13.86 0.00

イロハモミジ 0.00 0.00 0.00 0.00

ウリハダカエデ 0.00 0.00 4.01 0.00

ウワミズザクラ 0.00 0.00

オオイタヤメイゲツ 0.00 0.00 0.00 0.00

クマシデ 2.67 0.00 0.00 0.00

コシアブラ 8.11 4.46 0.00 0.00

コハウチワカエデ 13.86 0.00 13.86 0.00

コミネカエデ 13.86 0.00 3.08 0.00

コメツガ 16.95 0.00 5.75 3.08

シナノキ 0.00 0.00 0.00 0.00

シラカンバ 0.00 2.76 0.00 8.11

ダケカンバ 0.00 0.00 0.00 0.00

ヒトツバカエデ 6.20 0.00 3.88 1.38

ミズキ 0.00 0.00

ミズナラ 0.29 1.06 0.11 2.05

ミズメ 0.00 0.00 0.00 0.00

ミヤマザクラ 4.46 4.46 3.65 0.00

ヤエガワカンバ 0.00 2.67 0.00 8.84

ヤマハンノキ 0.00 0.00 0.00 0.00

リョウブ 0.00 13.86 21.97 0.00

全体 1.49 1.25 1.30 2.28

種名
2003-2008年 2008-2013年

表2 出現した種の幹数による加入率と死亡率

2003 2008 2013

イロハモミジ 2 3

ウリハダカエデ 3

ウワミズザクラ 1

コシアブラ 1

コミネカエデ 2 7

コメツガ 3

ヒトツバカエデ 4

ミズキ 1

リョウブ 1 1 1

合計 1 5 24

表3 ニホンジカにより幹または根株が
摂食されていた幹数の変化
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